
2024 年５月 27 日 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

デフリンピック運営委員会 

 

 

2025 年デフリンピック大会「デフリンピック運営委員会」の委員変更について 

 

このたび、横山英樹委員の辞任に伴い、後任の委員として東京都生活文化スポーツ局長の古屋

留美氏が選任され就任いたしました。 

新体制については下記のとおりです。 

記 

 

１．辞任  横山 英樹  前東京都生活文化スポーツ局長 

 

２．就任  古屋 留美  東京都生活文化スポーツ局長 

 

３．委嘱期間 2024 年５月 27 日からデフリンピック運営委員会が解散するまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 デフリンピック運営委員会 

事務局 倉野、菊地 

e-mail： dp2025@jfd.or.jp 

mailto:dp2025@jfd.or.jp


デフリンピック運営委員会運営委員の変更について

○横山英樹委員（前東京都生活文化スポーツ局長）より、退職に伴う委員辞任の意向が出されたため、
後任の委員として、東京都生活文化スポーツ局長の古屋留美氏を委員候補者として推薦。

○「デフリンピック運営委員選考規程」に基づき、デフリンピック運営委員会選考委員会において選考
を実施

○審査・決定した運営委員候補者について全日本ろうあ連盟理事会へ議題提示し、承認を得て決定

【委員の資格及び選考基準】
下記(1)～(3)の資格を満たし、かつ(4)～(8)の基準のいずれかを満たす者
(1)就任時において、原則として年齢が70歳未満であること
(2)運営委員会設立趣旨、理念および活動方針について深い見識を有し、それらを推進するに
ふさわしい人格を有すること
(3)尊法精神に富んでいること
(4)ガバナンス及びコンプライアンスに関する知識・経験を有すること
(5)デフリンピックの事業運営全般に関する知識・経験を有すること
(6)デフリンピックの気運醸成に関する知識・経験を有すること
(7)情報保障(手話言語を含む）に関する知識・経験を有すること
(8)競技運営や国際スポーツ大会に関する知識・経験を有すること

１．運営委員の変更ついて

２．運営委員選任理由

氏名 役職等 選任理由

古屋 留美
東京都生活文化
スポーツ局長

・公務員としての豊富な行政経験があり、数々の職務を積み重
ねる中で高いコンプライアンス意識を有する。
・スポーツ政策に造詣があり、大規模な国際スポーツ大会に関
して豊富な知識・経験を有しており、適切な組織運営を期待。
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